
東日本大震災!

ウェザーニュースは何を伝えられたか!

平成23年10月19日"
株式会社ウェザーニューズ"
減災プロジェクト 

地理空間情報産学官連携協議会!
防災分野における地理空間情報の利活用推進のための 
基盤整備ワーキンググループ 利活用推進勉強会  資料  

ウェザーニューズ東日本大震災対応 
1. 震災情報共有オペレーション実施!
2. 名古屋オペレーションバックアップセンター運営開始!
3. 独自気象観測装置設置（ｿﾗﾃﾅ）による被災地支援 !
4. 独自気象ﾚｰﾀﾞｰ(WITHﾚｰﾀﾞｰ)による仙台空港運営支援!
5. 被災地応援メッセージのトランスメディア展開!
6. 減災リポートマップ運営～公開（40,000件）!
7. 震災時の行動調査・発表（88,000件）!
8. 津波被害行動調査・発表（5,300件）!
9. TSUNAMIレーダー実証実験開始 



震災情報共有オペレーション 

1.ウェザーリポートをベースに!
  「今、何が起きているか。」!
   をリアルタイムに情報共有する。!

2.災害の「記憶を記録」し、次へ備え!
　減災に繋げる。!

ウェザーリポートとは？ 

（リポート内容）!
　　　　　　　　　　　　　空の写真!
　　　　　　　　＋ 　　GPS位置情報!
　　　　　　　　＋　　　　　　天気!
　　　　　　　　＋　フリーコメント!
　　　　　　　　＋　　　　五感予報!
　　　　　　　　ーーーーーーーーーー!
　　　　　　　　　ウェザーリポート 

ウェザーニュースの有料会員が!
ケータイから報告する天気リポート 

リポーター数：　約３０万人!
リポート数　：６,０００通／日!
　　　  ＊天気報告のみは３０万／日 

「減災リポート」として無料開放!

5日間で約40,000件の減災リポート!
（3月11日～16日）!







2011/03/11 14:49 最初の地震リポート 

2011/03/11 16:11 最初の津波被害リポート 

震災発生時のリポート 



震災情報共有オペレーション 
1. 3/11 14:46 !
    24時間ﾗｲﾌﾞ気象番組SOLiVE24(BS910ch他)にて速報。!
　 余震の続く中、最新の津波・地震情報、交通・ﾗｲﾌﾗｲﾝの!
　 状況を、減災リポートや弊社企業顧客からの情報を基に!
　 弊社予報センターより放送。!
    その後、3/22 06:00まで東日本大震災特別番組を継続。!

2. 3/11 23:00 !
　 震災減災リポートの募集開始。!
　 東日本大震災特設サイト運営開始。!

3. 3/14 09:00 !
　 東日本大震災減災リポートマップ公開・共有開始。!

東日本大震災特別番組（SOLiVE24） 
「今、何が起きているか」をリアルタイムに共有!

大震災当日より１１日間に渡り放送。!



東日本大震災特設サイト運営 

（2011/03/11 23:00 開設　http://weathernews.jp/tohoku_quake2011/） 

「あの日、何があったか。今、何に注意が必要か」を共有!
震災当日より、現在も毎日更新継続中 

東日本大震災減災リポート共有 
約40,000件の震災関連リポートが届く!

（3月11日～16日）!

常時20名特別体制でチェックとカテゴリー分類実施!

減災リポートマップへ反映・共有"



減災リポートマップ展開 

カテゴリー分類されたリポートを!
アイコン化しマップ上に展開!
マップ上のアイコンをクリックで!
減災リポートを表示（４万件） 



減災リポートマップ展開 

（2011/03/14 09:00 開設　http://weathernews.jp/tohoku_quake2011/） 

「どこで、何が起きたか・起きているか」を共有 !
フリーダウンロード(KMLﾌｧｲﾙ)可能に 

減災リポート例 



減災リポート例 

減災リポート例 



減災リポート例 

減災リポート例 



減災リポート例 



「減災プロジェクト」 とは？

　　減災プロジェクト
　　市民

市民の皆さん、市職員の皆さん、ウェザーニュースの利用者で市内にお住まいの
皆さんなどによって、市内で感測された情報や、災害時の被害の情報などを共有し、
市民自らが自分に必要な情報を得ることで、自助・共助活動を支援し、気象災害に

よる被害を減らす「減災」に取り組む試みです。

自治体　　 

「減災プロジェクト」の機能

・リポート閲覧



「減災プロジェクト」の機能

・減災リポート（ウェザーリポート）
　ウェザーニュース会員でない市民の方も、リポートを
　送信できるフォームです。

　減災ﾘﾎﾟｰﾄ投稿　　　 

携帯からの減災ﾘﾎﾟｰﾄ送信ﾍﾟｰｼﾞには、ﾊﾟｹｯﾄ料金に関
する注意書きを表示します。　　　 

「減災プロジェクト」の機能

・減災メール
　過去に災害が起きた時の同じような気象条件になった場合、またその可能性がある
　場合に、予め登録されたメールアドレスに、減災へのアクションが必要な旨伝える
　メールを送信します。地点は地図上から任意に選べる他、住所からでも登録出来ます。　



「減災プロジェクト」の機能

・過去の減災リポート検索
　過去に減災リポートがあった気象災害を年・月でさかのぼって検索できます。







次のステージにむけた課題 
1.より多くの人々が参加出来る取り組み・仕組み作り（自助・共助）!

2.防災関係機関（公助）の応急対策・復旧活動との連携!

3.詳細な減災情報を共有する時に発生する法的な壁（個人情報など）!

4.個別事象の時系列変化の共有（発災→応急対策→復旧など）!

5.被害を減らすインフラとの連動（津波から逃げきるための仕組み）  !



ご清聴ありがとうございました。"

gensai@wni.com 


